
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

前号にて『イギリスで孤独問題担当国務大臣が任命された』という話題を 

掲載しましたが、なんと、ついに日本でも 

孤独・孤立担当閣僚なるものが新設されたそうです！！ 

坂本哲志少子化相が兼務するそうですが、果たして今後 

どういった内容でどんな活動がなされるのか注目したいです！ 

 

札幌市南区生活支援体制整備事業 広報誌 
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【発行・お問合せ先】南区第２地区（藤野・簾舞・定山渓・藻岩・南沢）担当 

生活支援推進員：和田志保 

定山渓 
▼「集いの場」や「外出支援の社会資源」の創出に向けて、 

住民のニーズ確認のため「外出に関するアンケート」を定山渓地区福まちと生活支援推進員と 

協働で実施しました。 たくさんの方にご協力いただきありがとうございました。 

定山渓地区「外出に関するアンケート」を実施しました  

▼アンケート結果【抜粋】 
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( R2.10月-11月配布150枚、 

回収79枚 回収率52.6％ ）               

外出が大変、

やや大変と感

じている方が

３割いる。 

外出移送支援の料金は 

500円～800円程度を 

希望される方が多い 

運動や交流できる場を求めている

ことがわかりました。既にある老人

クラブや運動教室も参加しやすい

手立ての検討も必要です。 

▼よく出かける場所：「温泉」・・・定山渓地区の特色です！！ 

この結果を地域の関係者の皆さんと共有し、今後定山渓地区での生活支援・支えあいの取り組みについて検討していく予定です。 

「近所の方」「友人知人」「民生委員」「町内会役員」を合わせると 44.8％あり、 

「近隣とのつながりが強い」のが定山渓地区の強みになっています. 

元気なうちから、「困った時にどこに相談するか」を考え、 

つながりを持っておくことが生活の不安を軽減することに繋がります。 


